
締　　切　令和6年9月9日（月）必着
応募資格　神奈川県在住または在学の中学生
応募方法　1,600字程度
　　　　　（A4 400字詰め原稿用紙4枚または5枚）に
　　　　　自筆でまとめ、裏面応募用紙に必要事項を
　　　　　記入し郵送または持参
　　　　　　（本紙裏面から「必読チェックリスト」をご確認ください。）

発表大会　応募作品から入賞者を選抜し、9月29日（日）に
　　　　　発表大会を開催します。
参加副賞　神奈川県にゆかりのあるブックカバー
　　　　　（17名、予定）

　　主　　催　神奈川県立青少年センター　独立行政法人国立青少年教育振興機構
　　　　　　　神奈川県
　　後　　援　神奈川県教育委員会　神奈川新聞社
　　　　　　　神奈川県青少年育成アドバイザー連絡協議会

作文コンクールも千差万別。テーマが決
まっている方が書きやすいかもしれませ
んが、敢えてチャレンジしませんか。
一度立ち止まって、自分の生活に向き合
ってみる。そうやって書いた作文は、大
人になっても忘れない、青春の記念碑的
な作品になることでしょう。

作文のトレーニングに
保護者のみなさんへ

探究的な活動や大学入試の総合型選抜。
高校では今、国語の時間以外にもまとま
った量の文章を書く能力が求められてい
ます。
原稿用紙の使い方、構成の作り方。デジ
タル時代だからこそ、先を見据えた地道
なトレーニングが大切です。

優秀者は発表大会で語り、それによって
審査が終了します。作文でありながら、
語ることに繋がる言語活動です。
思いを発表するのはとても難しいこと。
だからこそ、価値があると思うのです。
例えば集会や授業、面談で、先生のオリ
ジナル発表大会を企画してみませんか。

等身大の今のあなたを
生徒のみなさんへ

「話す・聞く」活動にも
　中学校の先生方へ

雲の造形―放課後の教室。
⼼は瑞々しく揺れ動く。
⽇々は、忘れてしまう⾵景や、
そのまましまってしまう感情にあふれている。

境⽬のない無限の感情に、名前をつけてみる。
⼈類にことばが与えられた意味を、
考えてみたりもする。
もう、⼦どもじゃない。
でももう少し、まだ⼦どもでいたい。
とにかく、この時代に⽣きた証を、
未来の私に残したい。

ペンをにぎる。
とりあえず書いてみる。

作⽂⽤紙に刻んだこの思いは、
いつか私の、歴史になる。
勇気を出して思いを語れば、
それは多分、誰かにとってのエールになる。

＃⼈⽣ってきっと、
 ことばで紡がれている。 

テーマは⾃由の作⽂コンクール

中学⽣の主張 かながわ in 
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「第46回少年の主張全国⼤会〜わたしの主張2024〜」関連事業



電�話�045-263-4466（⽉曜休館）／ 住�所�220-0044 神奈川県横浜市⻄区紅葉ケ丘9-1
応募先・問合せ先 神奈川県⽴⻘少年センター指導者育成課

中学⽣の主張ちょっとだけ！
審査員からのヒント

声に出してみて、何度も推敲して。
⾃分史上、⼀番思い出に残る作⽂を書いてみませんか。

令和６年度�中学⽣の主張�in�かながわ�応募票

 かながわ in 
全ての作⽂を、10名程度の教員等の⽬で評価します。
5つの観点別に、例えばこのような部分を確認しています。

01 表現が適切！

��⽤�の使い�に間�いがない。

03 新鮮な主張や新しい観点がある！

02

04

05

��・脱�などがない。

書き�しと書き�わりが��しない、

「�のねじれ」がない。

��ぎて�みづらい��がない。

書き�し、内�、まとめに�理されている。

ムダな�がない。

�と�の�がりが⾃�である。

��的な書き�しやまとめなど、構成に⼯夫

がある。

構成がしっかりしている！

個人の感想や体験にとどまらず、
一般性や社会性がある！

提案や提言を実現・実践する意欲がある！

過去の受賞作品を
読みたいあなたへ▼

募集要項を
読みたいあなたへ▼

書き始める前の
必読チェックリスト
　（ページ下部）▼

※��事項

�内の�価で、�に優れている

作品がある場�、��のご��

に�じ賞状を��します。�し

くは別�募��項、��賞申�

⽤�をご�ください。

��募票は、必ず作品と⼀�に

提�してください。⽤�はコピ

ー等でも構いません。切り�る

必�はありません。

��の��は、�体がわかるよ

うにご��ください。

個��募の作品が�賞した場�

「2．�募者���」の電��
�に���、書�を��へ�付

します。���募の場�は��

不�です。

個�情�の��いには⼗�留�

し、「中�⽣の主�」に��す

る事業��には利⽤いたしませ

ん。

＃友⼈関係 ＃家庭 ＃学校 ＃地域 ＃体験を ＃友へ ＃⼤⼈へ ＃社会へ ＃世界へ ＃かつての私へ
＃未来の私へ


